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					このページは校正済みです
天下の事未だ知る可らざるなり。

昔者︀（むかし）、
曹操（さうさう）、
劉玄德（りうげんとく）に謂ふ、「天下の英雄は、唯君と我とのみ。
袁本初（ゑんほんしよ）の輩は論ず
るに足らず」と。今太閤を以て柴田勝家等を
視︀（くら）ぶるは猶操の本初に於けるが如
し。而して其公を憚かりしこと、啻に玄德のみならず。宜なり、其辭を卑くして
禮を厚くし、百方和を講ぜしは。是れ太閤の至計、以て速に天下を取りし所にし
て、天下の權は巳に德川氏に在り。何ぞや、我れ戰勝ちて、彼れ和を求む。求む
る者︀は彼に在り。許す者︀は我に在り。我れ和せんと欲せば則和し、戰はんと欲せ
ば則戰ふ。禍︀福︀一に決を我に取る安危禍︀福︀一に决を我に取る。我れ已に天下の權を有たざらんや。
唯夫れ權我に在り。是を以て班爵の崇、封土の隆、之を天下侯伯の右に置かざる
を得ず。太閤の末路、兵を外に連ね、士を內に亂る。而して之を能く定むること
莫し。能く之を定めし者︀は公のみ。太閤一たび瞑して、天下を制馭する者︀は公に
非ずして誰ぞ。是れ其勢智者︀を待ちて而して後知るにあらず。特に未だ釁有らざ
るのみ。

關原の事は、是れ群雄相聚り、天下を推して德川氏に貽る天下を推して德川氏に
貽（おく）る者︀なり。何となれば、
則彼れ自釁を開きて、我をして之に乘ぜしめたるなり。我れ天下に辭あり。天下










[image: ]

[image: ]

「https://ja.wikisource.org/w/index.php?title=Page:Hōbun_Nihon_Gaishi.pdf/1604&oldid=211098」から取得


					カテゴリ: 	校正済




				

			
			
		

		
			

		 このページの最終更新日時は 2023年9月12日 (火) 15:01 です。
	テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスのもとで利用できます。追加の条件が適用される場合があります。詳細については利用規約を参照してください。



		プライバシー・ポリシー
	Wikisourceについて
	免責事項
	行動規範
	開発者
	統計
	Cookieに関する声明
	モバイルビュー



		[image: Wikimedia Foundation]
	[image: Powered by MediaWiki]





		

	
 

 

		
		

本文の横幅制限を有効化／無効化







